
野庭住宅・野庭団地 未来につなぐ会

令和６年３月11日（月） 14：00～16：00（予定）

会場：なごみのば

資料１
202４.３.11

第５回 未来につなぐ会
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開会 プログラム

１．つなぐ会の役割について

２．つなぐ会のメンバーについて

３．イベントや取組の報告

４．意見交換

５．その他、連絡事項
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１．つなぐ会の役割について
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未来につなぐ会の役割1-1

・のばマルシェ
・スプリングフェスタ

・ハロウィン
・遊水池活用

地域での活動・取組

横浜市

住宅供給公社

●ショッピングセン
ター・サブセンターの
活性化

・公社事務所フリース
ペースの活用

・広場等を活用したにぎ
わいの創出

●管理組合支援

横浜市

●市営住宅の建替え
●旧野庭中学校の有

効活用
●ビジョン実現

に関連する重
要な事業

アドバイザー
（有識者）

事
業
の
進
捗
報
告
・
意
見
交
換

活動報告・意見交換 サポート

報
告
・
意
見
交
換

野庭住宅・野庭団地
未来につなぐ会

＜内容＞
①地域に向けた情報共有・情報発信
②市の施策・事業の進捗報告や意見交換の

場
③地域での活動・取組の活動報告・意見交

換の場
④時代に応じたビジョンの見直しの検討

＜メンバー＞
地域の方々、市住宅供給公社、有識者、横
浜市（港南区、建築局等）

企業
連携

情報
交換

企業 行政

住民

チームＡ

企業 行政

住民

チームＢ

企業 行政

住民

チームＣ

連携 対話
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未来につなぐ会
情報共有
意見交換

地域活動

・IT団地
・緑彩の会
・商店街プロレス
・えんにちあそび

・市営住宅建替え

・よろず相談



野庭住宅・野庭団地みらいビジョン

1-2 再生の目標と方針

【再生の目標】

みんながつくる魅力あるまち野庭

【再生の方針】

活動：地域活動を続けていくための場・仕組みづくり

拠点：気軽に集まり交流できるみんなの居場所づくり

住まい：多世代が住み続けられる住まいづくり

つながり：人･道･移動･情報等の地域の多様なつながり

づくり
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10年・20年先のまちの将来を考え



再生の方針 「活 動」

1-3 再生の方針「活動」

・えんにちあそび
（のびのびのば園、

なごみのば）

みどりいきいき

なごみのば 商店街ﾌﾟﾛﾚｽ
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・緑道での活動
（みどりいきいき）



1-4 再生の方針「拠点」

再生の方針 「拠 点」

・にぎわい
・利便性
（移動販売）

・にぎわい
（のばマルシェ）

移動販売

のばマルシェ

・にぎわい
（のばサブセン
ターまつり）
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1-5 再生の方針「住まい」

再生の方針 「住 ま い」

・住まい
（市営住宅
建替事業）

・住まい
（分譲大規模改修）

・住まい
管理支援体制
（公社よろず相談所）
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1-6 再生の方針「つながり」

再生の方針 「つながり」

・つながり
地域情報発信（団地ホームページ）
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・つながり
移動手段（シェアサイクル）



２．つなぐ会のメンバーについて
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つなぐ会のメンバー２

氏名 ご所属等

会長 黒田 祐輔 野庭団地連合自治会会長

副会長 黒川 和紀 野庭住宅連合自治会会長

メンバー

葵 俊亮 株式会社三春情報センター

石井 雄輝 学校法人関東学院のびのびのば園地域連携リーダー

小嶋 千英子 学校法人ミネルヴァ学園野庭幼稚園園長

鈴木 皓人 野庭団地 青少年指導員

大力 洋介 野庭団地管理組合連絡協議会会長

長堀 幸平 野庭地域ケアプラザ所長

林 壽美子 野庭団地地区社会福祉協議会会長

播磨 清二 野庭住宅地区社会福祉協議会会長

堀部 陽介 野庭団地ショッピングセンター会会長

村田 佳代 無印良品 港南台バーズ

内海 宏 【有識者】株式会社地域計画研究所代表取締役

松本 真澄 【有識者】東京都立大学都市環境学部建築学科助教

山田 暁央 横浜市住宅供給公社 管理事業課長兼団地再生担当

太田 祐輔 横浜市住宅供給公社 街づくり事業課長

曽我 直樹 港南区 区政推進課長

米満 東一郎 建築局 住宅再生課長

小林 達 建築局 市営住宅課担当課長
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３．地域でのイベントや取組
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名称 地域交流、にぎわい

取組

団地連合自治会では３月２日に野庭ショッピングセンター前広場・
なごみのばで、「第２回のばマルシェ」を開催しました。

当日は、緑道スタンプラリーやワークショップ、下野庭小マーチン
グバンド演奏、ヒップホップダンスやノバからなどの出店、フリーマー
ケットで賑わいました。

3-1 各取組の活動状況
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のばマルシェ：下野庭小学校マーチングバンド演奏



名称 遊水池の有効活用

取組

野庭団地第２遊水池水辺愛護会では結成後、毎月第３木曜日に清
掃活動を実施しています。清掃活動以外では、昨年１２月に若葉台の
愛護会の見学を行い、４月には港南土木事務所による遊水池の出前
講座も計画しています。

3-2 各取組の活動状況
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野庭第２遊水池

水辺愛護会とは
水辺愛護会は、河川や水辺施設の環境を良好に

保つことで、快適に水辺とふれあい、親しめるよ
う地域住民又は自治会・町内会、商店会、学校、
企業、NPO法人等に所属する有志により構成され
た、美化活動等を自発的に行う団体です。

（河川企画課HPより）

11/30のタウンニュースに掲載されました



名称 多世代交流、にぎわい

取組

野庭住宅第一自治会では、１月に新春お正月フェスタを行い、恒例
の餅つき大会を開催しました。

当日はイベントの企画段階から野庭中出身の学生ボランティアグル
ープ（ヒカリノバ）が加わり、羽子板やコマ遊びをしました。グループで
は初めての活動となりました。

3-3 各取組の活動状況

新春お正月フェスタ１月１３日（土）
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広場で羽根つき、コマなどの昔遊びの様子
（港南区HPより）

1/18のタウンニュースに掲載されました

餅つきの様子（港南区HPより）



3-4

名称 市営住宅の建替・住戸改善事業

取組 市営住宅の建替事業では、令和６年度はＩ・Ｊ街区の建替えに向け
た事業者選定を行います。

各取組の活動状況
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市営住宅建替のスケジュール（予定）



3-5 活動の紹介
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まちづくりグループ

「ヒカリノバ」 について

これまでの活動

・令和５年１２月：発足 （メンバー：旧野庭中生を含む９名）
・令和６年１月：野庭住宅第一自治会

新春お正月フェスタ（企画参加）

・令和６年１月：野庭住宅社会福祉協議会
第５３回にじいろさんごの会（参加）

・令和６年２月：港南歴史協議会・港南区地域振興課
会合（共同開催や、区民活動へのグループ登

録などについて）

・令和６年３月：野庭地域ケアプラザ
自治会取組発表会（出席）



４．意見交換
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イベント共有や協働について

４ 意見交換

・つなぐ会として開催するか？

・別の会議として集まるか？

・場所や時間はどこが良いのか？

・メンバーの連絡先を共有する。
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前回の意見、アイデア

・前回のハロウィン盛況だった。

・枠を超えたイベントをしていきた

い。

・主催者側の共有。

・早く共有出来る場を持ちたい。

・定期的に集まるのはどうか。

・地域ケアプラザに配架させても

らう。

・掲示板の活用

・高齢の方は紙媒体が良い。 ・
・
・
・
？

・
・
・
・
・

・
・
・
！

情報の発信について
・どの場所が効果的か？

・紙が良いかwebが良いか？

アイデア 例えば…前回意見

・定期的に（１か月に１回）

連絡会として集まる。

・ショッピングセンターの

打合せスペース（公社）

・つなぐ会の連絡リストを

つくる。

紙媒体での情報発信

・掲示場所リストを作成し

共有する。

・新たな掲示場所？

Web媒体

・SNSの活用



５．連絡事項、その他
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５ 連絡事項、その他
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・連絡事項、その他

・つなぐ会の事務局に関して
未来につなぐ会事務局を市営住宅課及び区政推進課に加え、

住宅供給公社とも協力し、会の運営を行います。

・つなぐ会メンバーの連絡先、メールアドレス等の共有について
メンバー間の連絡をスムーズに行うために、連絡先の共有にご

賛同をいただきたいと考えています。（任意）



閉会
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閉会 次回開催について

○ 次回の開催は、 ７月頃を予定しています。

【事務局】

横浜市中区本町6-50-10 24階
建築局市営住宅課 事業担当

（担当） 永田、仲田、原田、原島

電話：６７１－２９４２

ﾒｰﾙ：kc-shieijigyo@city.yokohama.jp
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